
 
 

                           

 

週
刊
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
２
０

１
９
・
１
／ 

に
よ
れ
ば
、
２

人
以
上
世
帯
（
勤
労
者
世
帯
）

の
家
計
を
見
る
と
、
２
０
０
０

年
と
比
べ
て 

年
の
月
間
支

出
額
は
、
全
体
で
減
少
し
て
い

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
通
信
費
、
電

気
代
、
上
下
水
道
料
、
健
康
保
険
料

な
ど
は
２
ケ
タ
増
と
な
っ
て
い
る
。 

水
道
料
や
健
康
保
険
料
に
つ
い
て
は
、

削
減
ど
こ
ろ
か
利
用
者
が
自
由
に
提

供
者
を
選
べ
な
い
た
め
、
今
後
も
値

上
げ
必
死
と
あ
る
。
ま
た
、
水
道
管

の
老
朽
化
、
人
口
減
、
財
政
難
が
重

な
り
自
治
体
の
コ
ス
ト
負
担
が
年
々

増
え
る
水
道
事
業
に
つ
い
て
、
昨
年 

 

月
に
成
立
し
た
改
正
水
道
法
は
、

水
道
を
運
営
す
る
自
治
体
等
に
適
切

な
資
産
管
理
を
求
め
、
事
業
の
効
率

化
の
た
め
広
域
連
携
を
進
め
る
。
さ

ら
に
事
業
を
民
間
企
業
に
売
却
す
る

「
コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
方
式
」
の
導
入

を
促
す
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

そ
こ
で
、
私
は
、
市
民
の
命
の
水

を
担
っ
て
い
る
当
市
の
「
水
道
事
業
」

の
あ
り
よ
う

を
検
証
す
る

べ
き
と
考
え

一
般
質
問
に

臨
み
ま
し
た
。 

ま
ず
は
、
現

状
の
水
道
料
金
の
確
認
・
比
較
を
す

べ
く
「
２
～
３
人
世
帯
の
１
ヶ
月
当

た
り
の
使
用
量
を 

㎥
と
想
定
し
た

場
合
の
、
当
市
及
び
県
内
市
町
等
の

水
道
料
金
・
料
金
回
収
率
・
経
常
収

支
率
の
答
弁
を
求
め
、
そ
の
結
果
を

ま
と
め
た
も
の
が
表
１
で
す
。 

表
よ
り
、
当
市
の
水
道
事
業
は
健
全

な
経
営
が
さ
れ
、
水
道
料
金
も
低
廉

で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
ま
す
。
し

か
し
、
当
市
の
各
数
値
は
前
年
度
と

比
べ
る
と
約 

ポ
イ
ン
ト
も
急
落
し

て
い
て
い
ま
す
。
そ
の
為
、
水
道
管
の

老
朽
化
、
耐
震
化
、
財
政
難
を
踏
ま
え
、

広
域
連
携
を
含
む
法
改
正
を
鑑
み
な

が
ら
、
一
般
家
庭
で
は
手
取
り
収
入

の
上
昇
が
見
込
ま
れ
な
い
、
或
い
は

減
少
し
て
い
る
現
在
、
水
道
料
金
の

や
み
く
も
な
値
上
げ
を
推
奨
し
て
い

る
訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
生
活
に

直
結
し
た
命
の
水
の
現
在
の
料
金
が

適
正
で
あ
る
の
か
、
将
来
に
大
き
な

付
け
を
回
す
よ
う
な
経
営
計
画
で
は

な
い
の
か
、
こ
の
先
も
安
心
で
、
安
く

て
美
味
し
い
水
道
水
が
飲
め
る
住
環

境
が
担
保
さ
れ
る
の
か
を
、
市
民
の
方

に
も
確
認
・
検
討
し
て
い
た
だ
く
「
審

議
会
」
の
開
催
を
要
望
し
ま
し
た
。 

      

市町村名 
水道料金 
（円） 

料金 
回収率 
（％） 

経常収 
支比率 
（％） 

岐阜市 ２，６５１ １２１．８ １２１．４ 

瑞穂市 １，９６５ １１４．１ １１４．７ 

本巣市 ２，１６０ ５１．４ １０５．５ 

北方町 １，６６３ １２１．９ １２４．３ 

可児市 ４，１９０ １１６．４ １１７．５ 

美濃加茂市 ３，７８０ １１５．１ １１７．５ 

全国平均 ３，２０６ １０４．４ １１３．４ 
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●料金回収率：給水にか

かる費用が、どの程度給
水収益（水道料金など）
で賄えているかを表す指

標です。料金回収率が、
１００％を下回っている場
合は、給水にかかる費

用が給水収益以外の収
入でまかなわれているこ
とを意味します。 

●経常収支比率：給水収
益や一般会計からの繰
入金（補填）等の収益

で、維持管理費や支払
利息等の費用をどの程
度賄えているかを表す指

標です。１００％を上回れ
ば黒字、下回れば赤字。 

表 1 水道事業を示す指標 

 

（平成２９年度の実績をもとに算出） 
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マ
ン
ホ
ー
ル
カ
ー
ド
と
は
、

全
国
の
自
治
体
と
下
水
道
広
報

プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
（
Ｇ
Ｋ
Ｐ
）
が

共
同
で
制
作
し
、
訪
れ
た
方
に

「
無
償
」
で
配
布
す
る
こ
と
で
、

楽
し
み
な
が
ら
下
水
道
を
知
っ

て
い
た
だ
く
「
カ
ー
ド
型
下
水

道
広
報
ツ
ー
ル
」
で
す
。 

そ
こ
で
、
全
国
的
に
マ
ニ
ア

の
方
が
お
ら
れ
、
静
か
な
る
ブ

ー
ム
と
な
っ
て
い
る
マ
ン
ホ
ー

ル
カ
ー
ド
に
着
目
し
、
観
光
と

い
う
観
点
か
ら
一
般
質
問
を
。 

答
弁
に
よ
れ
ば
、
当
市
に
あ
る
西

処
理
区
、
呂
久
処
理
区
、
別
府
処
理

区
の
下
水
道
の
マ
ン
ホ
ー
ル
の
内
か

ら
、
西
処
理
区
を
選
定
し
、
当
市
オ

リ
ジ
ナ
ル
マ
ン
ホ
ー
ル
カ
ー
ド
を
作

成
し
、
平
成 

年
８
月 

日
よ
り
、

巣
南
庁
舎
に
て
配
布
を
始
め
、
平
成 

年
２
月
末
で
２
９
１
３
枚
配
布
。

（
来
庁
者
の
出
身
地
別
で
は
、
北
海

道
地
方
１
９
名
、
中
部
地
方
２
０
５

３
名
、
近
畿
地
方
５
１
８
名
、
関
東

地
方
２
５
８
名
な
ど
で
、
遠
い
と
こ

ろ
で
は
、
沖
縄
地
方
２
名
） 

そ
し
て
、
こ
れ
ま
で

マ
ン
ホ
ー
ル
カ
ー
ド

の
存
在
を
知
ら
な
か

っ
た
人
た
ち
に
も
興

味
を
も
っ
て
も
ら
い

た
い
と
思
い
、
マ
ン
ホ

ー
ル
の
蓋
は
丸
い
の

で
枠
か
ら
「
落
ち
な

い
」
、
表
面
が
デ
コ
ボ

コ
し
て
い
る
た
め
「
滑

ら
な
い
」
、
す
べ
て
「
○

（
マ
ル
）
」
と
い
う
こ

と
か
ら
、
合
格
祈
願
の
マ
ン
ホ
ー
ル

カ
ー
ド
を
限
定
２
０
０
枚
作
成
し
、

平
成 

年
１
月
８
日
か
ら
配
布
。（
１

月
９
日 

時
配
布
終
了
）
こ
の
取
り

組
み
は
、
新
聞
紙
上
で
大
い
に
取
り

上
げ
ら
れ
ま
し
た
。 

そ
こ
で
、
こ
の
１
枚
の
カ
ー
ド
を

求
め
て
全
国
よ
り
概
ね
３
０
０
０
人

の
方
々
が
、
巣
南
庁
舎
に
足
を
運
ば

れ
、
そ
の
ま
ま
帰
ら
れ
る
こ
と
は
い

か
に
も
勿
体
な
く
、
当
市
内
の
史
跡

や
神
社
、
仏
閣
、
飲
食
店
な
ど
に
足

を
運
ん
で
い
た
だ
く
よ
う
誘
導
す
る

工
夫
を
す
れ
ば
、
街
の
活
性
化
に
も

つ
な
が
る
の
で
は
と
考
え
ま
し
た
。 

例
え
ば
、
マ
ン
ホ
ー
ル
カ
ー
ド
だ

け
で
な
く
、
商
工
農
政
観
光
課
と
生

涯
学
習
課
が
作
成
し
た
瑞
穂
市
ガ
イ

ド
ブ
ッ
ク
「
散
策
路
」
を
添
え

て
渡
せ
ば
、
中
山
道
美
江
寺
宿
、

牛
牧
閘
門
、
マ
ン
ポ
な
ど
市
の

名
所
・
史
跡
へ
の
誘
導
に
つ
な

が
り
ま
す
。 

ま
た
、
合
格
祈
願
マ
ン
ホ
ー

ル
カ
ー
ド
の
反
響
、
合
格
さ
れ

た
方
々
の
声
を
、
直
接
あ
る
い

は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
で
探
し
、
ご
利

益
が
あ
っ
た
と
の
声
を
拾
い

上
げ
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
次

回
の
こ
の
事
業
へ
の
宣
伝
や

弾
み
に
な
り
、
カ
ー
ド
を
ご
祈
祷
頂

い
た
唐
栗
の
天
神
社
へ
ご
参
拝
が
増

え
る
か
も
。
加
え
て
、
今
年
度
、
予
算

で
整
備
費
を
計
上
さ
れ
て
い
る
呂
久

に
あ
る
小
簾
紅
園
内
に
、
呂
久
処
理

区
の
カ
ラ
ー
マ
ン
ホ
ー
ル
蓋
か
、
イ

ン
パ
ク
ト
の
あ
る
色
付
け
を
施
し
た

蓋
を
新
た
に
作
製
し
、
説
明
文
と
共

に
展
示
し
、
カ
ー
ド
を
求
め
に
巣
南

庁
舎
に
来
ら
れ
た
方
に
そ
の
こ
と
を

ご
紹
介
す
れ
ば
、
整
備
予
定
の
小
簾

紅
園
に
も
全
国
の
人
を
誘
導
で
き
、

中
山
道
を
散
歩
さ
れ
た
方
が
、
目
に

さ
れ
る
マ
ン
ホ
ー
ル
蓋
に
も
関
心
を

も
っ
て
い
た
だ
け
る
可
能
性
も
あ
る

と
提
案
し
ま
し
た
。 

＜西処理区のマンホール蓋＞ 
 下水道の整備による美しい公共用水域の実現を
願って、旧巣南町の魚であるハリヨを中心に据え、
上部に大きくそびえる伊吹山と小簾紅園を配置 
 
＜呂久処理区のマンホール蓋＞ 
 昔から区民に親しまれ、皇女和宮にもゆかりの
ある小簾紅園のもみじを中心に据え、揖斐川の水
がいつまでも清らかであることを願い、下部に揖斐
川の清流と伊吹山を配置  
 
＜別府処理区のマンホール蓋 ＞ 
 「ホ」を中心にして稲穂を象り、それを円形に組
み合わせたシンボルである旧穂積町章を中心に
配置しました。標準デザインである格子状の模様
は、人や車が滑りにくいよう工夫されたもの 

（瑞穂市ＨＰより） 

 

（瑞穂市ＨＰより） 

 

【当市のマンホールカード】 

 

【合格祈願マンホールカード】 
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さ
れ
て
み
て
は 

28 

16 

31 

31 
15 


